
令和６年度７月実施学校評価アンケート結果（対象：保護者・評議員）
華陽フロンティア高等学校　定時制課程

令和5年度 令和6年度

１ 内訳 117 190

２　昨年度との比較 6 9

1 0

３　アンケート結果 注）「5 よくあてはまる」と「4 ややあてはまる」を「肯定」とし,「3 あまりあてはまらない」と「2 まったくあてはまらない」を「否定」とし、「1 わからない」を「不明」として集計した。

R05 R06本年度 R05 R06本年度 R05 R06本年度

1 77.8% 91.5% 14.5% 2.6% 7.7% 5.8%

2 82.9% 87.9% 14.5% 6.8% 2.6% 5.3%

3 80.3% 78.4% 12.8% 14.2% 6.8% 7.4%

4 74.4% 63.7% 19.7% 19.5% 6.0% 16.8%

5 73.5% 88.9% 20.5% 5.3% 6.0% 5.8%

6 83.8% 85.3% 12.8% 3.2% 3.4% 11.6%

7 80.3% 80.0% 12.0% 6.8% 7.7% 13.2%

8 76.1% 76.8% 17.1% 4.2% 6.8% 18.9%

9 76.9% 80.5% 14.5% 5.8% 8.5% 13.7%

10 81.2% 74.7% 12.8% 5.8% 6.0% 19.5%

11 74.4% 61.6% 10.3% 8.4% 15.4% 30.0%

12 76.9% 71.6% 12.0% 10.0% 11.1% 18.4%

13 87.2% 75.8% 10.3% 8.9% 2.6% 15.3%

14 79.5% 75.3% 12.8% 5.8% 7.7% 18.9%

15 76.1% 77.9% 12.8% 5.3% 11.1% 16.8%

16 76.9% 86.8% 10.3% 3.2% 12.8% 10.0%

17 71.8% 74.2% 14.5% 4.2% 13.7% 21.6%

18 70.1% 64.7% 15.4% 4.2% 14.5% 31.1%

19 77.8% 72.6% 10.3% 3.2% 12.0% 24.2%

20 73.5% 83.7% 16.2% 2.6% 10.3% 13.7%

21 78.6% 77.9% 15.4% 3.7% 6.0% 18.4%

22 76.9% 66.8% 13.7% 4.7% 9.4% 28.4%

23 71.8% 80.5% 16.2% 4.7% 12.0% 14.7%

24 77.8% 64.2% 12.8% 7.4% 9.4% 28.4%

25 74.4% 82.6% 14.5% 4.2% 11.1% 13.2%

保護者・評議員

補習や検定対策等の指導・支援を通して、一人ひとりの能力に応じた指導を行ってい
る。

外部（地元自治体、高等教育機関、地元企業、地域住民等）との連携を生かした教育
活動に積極的である。

気象警報による臨時休校等の際にICT機器（タブレットなど）を活用した学習支援を積
極的に実施している。

「肯定」８０％以上の数

「否定」２０％以上の数

いじめや差別を許さず、厳格に対応している。

生活安全（防犯、熱中症等）、交通安全、災害安全に関する指導が適切に行われてい
る。

否定 不明肯定

上記の教育目標の実現を目指した学校経営に努めている。

ホームページやメール（すぐーる）等を活用して、保護者や地域に向けて、適切な情報
発信や広報活動を積極的に行っている。開
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体罰やハラスメントの防止に努めている。

日々の授業を通して、生徒の学力の向上・伸長に取り組んでいる。
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学校の情報発信や広報活動はわかりやすい。

学校開放や見学会等を実施するなど、保護者や地域の方が学校を参観する機会を提
供できている。

教職員は、電話や対面の際に、保護者や地域の方に対して適切に応対している。

保護者等からの徴収金について、適切に処理し、その内容について公表している。

教職員は、学校経営や教育活動に熱心に取り組んでいる。
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高校生としてのマナーや社会規範を身に付けるための指導を行っている。

学校は、各種健康診断などの結果を基に指導し、生徒自ら健康管理ができるように支
援している。

教育相談体制の充実など、生徒が安心して学校生活を送れる環境づくりに努めてい
る。

進路ガイダンスや進路説明会を実施するなど、生徒・保護者が必要とする進路情報を
提供する場を設けている。

学校は、誰もが取り組みやすい授業、プロジェクターやタブレットなどを活用した理解
しやすい授業を積極的に行っている。

学校は、教育相談に力を入れ、生徒とのふれあいを積極的にもち、生徒一人一人を
理解することに努めている。

学校は、良好な人間関係をつくるスキルを育成するためのトレーニング（ソーシャルス
キルトレーニング：SST）などを通して、社会的・職業的自立を支援している。

清掃活動や施設・設備の点検・管理・修繕等により、環境整備に努めている。

学校行事や部活動、生徒会活動等を通して、生徒が充実した学校生活を送れるよう
取り組んでいる。

大学見学や企業見学等を実施し、生徒が進路について考える機会を提供している。

学校は、生徒の学力や希望に応じて習熟度別学習や少人数学習を実施し、基礎的・
基本的な内容が確実に身に付くように指導している。

①　昨年度よりも肯定的回答80％以上の項目が増加した。職員の対応や教育相談態勢に
ついて特に高い評価を得ることができた。今後も丁寧で真摯な対応、生徒に寄り添いなが
ら成長を支援していく態勢を、職員一丸となって継続していきたい。

②　今年度の特徴は「不明」の解答が多い事である。３番や４番の質問で否定的回答が多
いことからもわかるように、コロナ禍以降、参観の機会が減少していることは事実であり、
見えにくい部分が多くなっているのかもしれない。

③　この数年の改善事項であった「回答数」は、Formsでの実施によってかなりの改善が見
られた。来年度も積極的に協力をいただけるよう呼びかけたい。


